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1 は じ め に

水稲の安定生産を確保するため,水田の耕深は15mtt L

とするよう指導されている。しかし,近年,農作業機械の

作業効率のみ重視するため浅耕化の傾向にあり,こ のこと

が収量水準停滞の一因と考えられている。これまで深耕に

関する試験例は数多くあるが,成苗手植え時代のものが多

く,品種 ,苗素質の異なる現在の機械移植栽培下における

試験例が少なかったので,「津軽平坦地域における低コス

ト稲作技術体系の確立」の中で検討 し,その効果が認めら

れたので報告する。

2試 験 方 法

に)試験 1  根圏耕土層の改善

1)試験年次及び圃場  昭和59～ 62年 ,青森農試北

部圃場 ,中粗粒灰色低地上 灰褐系 安来統 CEC 13π′
,

2)耕深及び耕転方法  59～ 60年は12,16∽耕区を

設け,ロ ータリで耕起 る1～62年は20m耕区を新設 (前年

まで16卸耕 )し ,12卸耕はロータリ耕,16,20"耕は駆動

デスクハロー型プラウで耕起 し,数 日後ロータリで砕土

した。

3)施肥量 (″ /α ) N:基 lL59～ 60年 08 61

～62年 07 追肥 03 P20o:10K20:基 肥 08

追肥03 追肥時期 :幼穂形成期 (16,20卸耕は 5～ 7日

後 )

4)供試品種及び苗の種類  アキヒカリ 中苗

5)栽植密度及び移植  約24株 /″  5月 20日 前後

(年次によって多少異なる )

2)試験I  耕深と窒素吸収利用

1)試験年次 ,場所及び土壌  昭和62年 青森農試

南部圃場 中粗粒黄色土 黒石統 CEC20″′

2)試験方法  018席 (60× 30m)の無低 トタン砕

を埋設 (各分析時期とも3反復 )し ,15N硫安を基肥又は

追肥として施用した。耕深 :14,20mの 2段階 施肥量 :

基肥N8θ  追肥N3夕 /″ 品種 :ア キ ヒカ リ(中苗 )

3試 験 結 果

に)生育 収量及び収量構成要素

生育初期の草丈は耕深の深いはど劣っていたが,穂首分

化期以降では耕深に伴いやや長く推移する傾向がみられた。

茎数は, 6月 中旬の分けつ最盛期では差がみられなく, 6

月下旬の有効分けつ終止期ころから耕深に伴い多く推移す
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る傾向を示 した。

収量は, 1～ 2年目では12卸耕に比 し16¨耕は 3%の増

収にとどまったが, 3年 日では12御耕に比 し16御耕は10%,

20cn瀬‖ま15%の増収であつた。 4年 目の62年は登熟期の不

川n厠戻により16卸耕で 6%,20m耕 で 8%の増収であった。

増収要因を収量構成要素でみると,穂数増 ,一穂籾数増に

基づく単位面積当たり総靭数を増し,登熟歩合は低下する

が登熟籾数の増加によって増収 している(表 1)。

2)養分吸収及び根量

茎葉の養分含有率の推移をみると,窒素 ,リ ン酸,加里
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表 1 生育、収量、収量構成要素
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表 2 茎葉中養分合有率 (乾物 %)

耕
深

伽

N P205 K20 Si 02

有分期 穂分期 幼形期 穂揃期 成熟期 有分期 穂分期 幼形期 穂揃期 幼形期 穂揃期 穂揃期 成熟期

61

3 20     2 40   2 00     1 19    0 52

358  285  225  131  059
3 69     2 83    2 25     1 25    0 66

0 90

0 92

0 98

248
279
2 95

94
96
98

62

2 16   1 54    1 16   0 51
2 58    1 87     1 28    0 58

2 54   1 98    1 28   057

0 ,0   0 78    0 82   0 74
0 88   0 81    0 85    0 82

0 91   0 90    089   0 81
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有分期 穂分期 幼形期 穂揃期 成熟期 穂分期 幼形期 穂揃期 成熱期 穂揃期 成熟期 穂揃yJl 成熟期

1 76    2 86    4 46   965   11 26
1 '4    3 48    6 01  11 23    13 90
2 18    4 10    5 92   11 34    16 22
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注 有分期 :有効分けつ期、 穂分期 :穂首分化期、

表 3 養分吸収量

0～ 2  ]～ 20 0～ 12  2～ 00'N
幼和形成朗    穂 樹 剌

図 1 耕深と水稲根の分布量

とも有効分けつ終上期ころから耕深に伴いやや高く推移 し

ている。特に穂首分化期から幼穂形成期ころの稲体窒素濃

度が深耕によって高まっていることが特徴的である。養分

吸収量も穂首分化期以降耕深に伴い多く推移している (表

2,3)。 幼穂形成期に調査した水稲根の分布量は,図 1

に示したとおり,12“耕に比 し20m耕では上層(0～ 12")

に分布する根量は少ないが,下層 (12～ 20m)に分布する

根量が明らかに多かった。

(3)耕深と窒素吸収利用

作土の施肥窒素の濃度は14m耕に比し20耕では分けつ最

盛期ころまで薄く推移していることが認められた。

基肥窒素利用率は最終的に42～44%と 差がみられなかっ

たが,穂首分化期までの生育初期の利用率は14椰耕に比 し

20m耕で低く推移した (図 2)。

1日 当たり窒素吸収速度でみると,基月巴窒素吸収速度は ,

14m耕では 6月 20日 ころにピークがみられるのに対し,20

m耕では 6月 未ころにビークを示している。地力窒素の吸

収速度は,14m耕では 6月 下旬から7月 上旬まで緩やかな

ピークを示したが,20m耕では 6月 末ころに明らかなピー

クを示している (図 3)。 すなわち,深耕の場合は,穂首

分化期の少し前に基肥窒素吸収のピークと地力窒素吸収の

図 2 耕深と基肥窒素移用率の推移
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図3 耕深と由来別窒素吸収
速度の推移

ピークが合致しやすく,こ のことから穂首分化期,幼穂形

成期ころの稲体窒素濃度を高めていると推察される。

4 ま  と  め

基肥全層 ‐穂肥施肥体系で深耕試験を行った結果,12伽
耕に比べて16,20卸耕は,施肥眉や根域を拡大し,初期生

育はやや抑11さ れるが ,分けつ最盛期ころより旺盛な生育

を示し,単位面積当たりl・I数を多くして 3～ 15%の増収と

なった。深耕は,基肥窒素の吸収力還 れ,基肥窒素吸収の

ピークと地方窒素吸収のピークが合致しやすい傾向が認め

られ,こ のことから穂首分化期,幼穂形成期の稲体窒素濃

度を高めていると推察された。したがって,穂肥の時期が

早いと過剰靭数や倒状を招きやすく,生育 栄養 (葉色 )

が断による穂肥の時期や量の半J断が最も重要と考えられた。
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